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史
跡
曽
谷
貝
塚

　

安
国
寺
か
ら
坂
を
下
っ
た
所
に

あ
り
、山
門
に
掛
か
る
松
が
印
象

的
で
す
。か
つ
て
は
、近
く
の
七
面

大
明
神
や「
お
し
ょ
う
の
池
」も
、

境
内
の一
部
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

史
跡
曽
谷
貝
塚

　

１
２
６
０
年
、日
蓮
に
帰
依
し

た
曽
谷
の
領
主
、曽
谷
教
信（
法

蓮
日
礼
）が
開
い
た
お
寺
で
す
。曽

谷
氏
は
康
正
2
年（
１
４
５
６
）の

市
川
合
戦
で
滅
び
ま
す
が
、寺
は

江
戸
時
代
に
入
り
再
興
さ
れ
、文

人
墨
客
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

史
跡
曽
谷
貝
塚

　

馬
蹄
形
貝
塚
と
し
て
は
日
本
で

も
最
大
級
の
貝
塚
で
す
。現
在
ま

で
に
人
骨
20
体
、45
の
竪
穴
式
住

居
跡
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

曽
谷
街

遊
展
問い合わせ
☎334・1107
曽谷回遊展

実行委員会事務局
文化振興担当内
総合案内所
春日神社
曽谷公民館

回２
階

　
12
回
目
の
街
回
遊
展
の
舞
台
は
、曽
谷
で
す
。国
史
跡「
曽

谷
貝
塚
」、曽
谷
城
跡
な
ど
が
残
る
こ
の
地
域
で
は
、歩
く
ほ

ど
に
、街
に
流
れ
た
長
い
時
間
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
会
場
で
は
文
化
的
催
し
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。曽
谷
を
愛

す
る
人
々
の
力
が
集
ま
る
2
日
間
、足
を
運
ん
で
、ぜ
ひ
そ
の

魅
力
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

曽
谷
は
、古
代
か
ら
の
長
い
歴
史

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら
し

い
街
で
す
。加
え
て
、住
民
の
皆
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
意
欲
も
と
て

も
高
い
ん
で
す
よ
。「
曽
谷
案
内
ツ

ア
ー
」で
は
特
別
に
、普
段
は
見
学
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
安
国
寺
、蓮
正

寺
な
ど
も
訪
れ
ま
す
。歩
く
こ
と
で

曽
谷
の
魅
力
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
曽
谷
案
内
ツ
ア
ー
」

総
合
案
内
所（
春
日
神
社
）集
合

午
後
1
時
〜
3
時
頃
先
着
30
人

（
両
日
開
催
）

曽
谷
の
魅
力
を
案
内
し
ま
す
。

曽谷公民館

春日神社

市
川
案
内
人
の
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド 

河
村
淳
子
さ
ん

ゆ
か
り
の
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

　

曽
谷
に
住
ん
で
約
20
年
に
な
り
ま
す
。桜
の
木

が
見
え
る
所
を
と
探
し
て
こ
こ
を
選
ん
だ
の
で
す

が
、春
は
い
つ
も
巡
業
だ
っ
た
た
め
、花
を
楽
し
め
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
引
退
し
て
か
ら
で
す
。最
近
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、家
の
前
の
あ
い
さ
つ
道
路
に

立
ち
、小
学
生
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。私
が
故
郷

を
離
れ
、二
所
ノ
関
部
屋
に
入
門
し
た
の
は
9
歳
の

時
。小
学
生
を
見
る
と
自
分
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
ね
。今
回
の
街
回
遊
展
に
は
、ご
縁
が

あ
っ
て
曽
谷
小
学
校
に
贈
っ
た「
努
力
」の
書
や
、

講
演
の
お
礼
に
頂
い
た
生
徒
さ
ん
か
ら
の

手
紙
も
出
品
し
ま
す
。ま
た
行
司
道

を
共
に
し
て
き
た
装
束
や
軍
配
、貴
重

な
写
真
も
ご
覧
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

プロフィール
平成7年（1995）に庄之助を
襲名し、平成13年3月まで立行
司を務める。最後の一番は貴
乃花―武蔵丸戦であった。

出
品
内
容 

●
行
司
装
束 

3
点
、軍
配
、短
刀
、印
籠
、烏
帽
子
、

草
履
、明
荷
、軍
配
箱 

●
写
真 

8
点 

●
書 

3
点 

●
番
付
表
、

繪
番
付
、大
番
付 

●
額

第29代 木村庄之助
櫻井春芳さん

曽谷小学校
10日土
●ソフトカー体験 ●模擬店
●マジックショー 12:30～13:00
●アコースティックライブ 13:15～13:55
●ウクレレ演奏とフラダンスのジョイント 14:15～14:55

第三中学校
10日土
●マジックショー 14:00～14:30
●東国分中学校秋祭り［演奏会］ 14:30～15:00
●市川第三中学校吹奏楽部演奏会 15:10～15：40

辰の口公園
10日土11日日
●模擬店
10日土
●子どもみこし祭り 10:30～15:00

10日土
●演劇『西遊奇記-ぼくらの旅路』10:15～11:00
●アコースティックライブ 11:15～11:45
●フラメンコ舞踊 12:00～12:30
11日日
●ウクレレ演奏とフラダンスのジョイント12:00～12:40
●木管五重奏コンサート 13:00～13:30
●マンドリンとアルパのアンサンブル 13:45～14:45
●尺八・箏・ソプラノの響き 15:00～16:00
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
10日土
●弓道体験（小学４年生以上） 13:30～14:30
●弓道演武 14:30～16:00
11日日
●アーチェリー体験教室 10:00～12:00 

13:00～15:00
地域ケアシステム曽谷・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
10日土11日日
●曽谷地区社会福祉協議会活動パネル展示
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
10日土11日日
●曽谷ゆかりの文化人展
池田蘭径（墨彩画）　岩井三郎（江戸煙管）　
岡本明久（日本画）　土田副正（彫刻）　
櫻井春芳（第二十九代木村庄之助）

10日土11日日
●移動美術館（市川市収蔵美術作品）
●お茶席
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
10日土
●曽谷の民話のつどい 13:00～14:00
●市川市史編さん事業
  民俗部会公開講座
 「お話を聞く会」in 曽谷
 14:15～16:00
11日日
●綿貫喜郎氏講演会 10:00～12:00
10日土11日日
●昔の市川・曽谷写真展
●写真と俳句で綴る 市川俳見［曽谷］
●市川写真百選発表展

第16回 曽谷縄文まつり
縄文人の暮らしを知るコーナーを始め、多数のイベントを用意。
11日日 9:30～15:00（雨天時は12日祝に延期）
☎３７４-２０４０同実行委員会事務局　　（生涯学習振興課）

曽谷回遊展会場・見どころ

10月10日土11日日
午前9時30分～午後4時

古
代
か
ら
未
来
へ
広
が
る
夢
の
ま
ち 

交 通
●JR本八幡駅北口、京成八幡駅から総
合案内所「春日神社」へ
高塚行・東松戸駅行・大町駅行のいず
れかに乗車→バス停「曽谷」下車、徒
歩5分

●JR市川駅北口、京成市川真間駅から
総合案内所「曽谷公民館」へ
市川北高校行乗車→バス停「曽谷公
民館」下車、徒歩3分
国分高校行乗車→バス停「曽谷橋」
下車、徒歩8分

※駐車場はありませんので、車での来場はできま
せん。

遊回 イ ベ ン ト
曽谷地区福祉施設スタンプラリー
スタート地点：春日神社、曽谷公民館

曽谷の街回遊ウォークラリー
スタート地点：曽谷小学校校庭

11日日
●体成分分析測定会と健康相談会 12:30～16:00
●スタジオレッスン無料体験会（各先着30人）
健康体操 14:40～15:10
ヨガ 15:15～15:45

曽谷セントラルスイムクラブ

10日土11日日
●曽谷地区見どころ紹介展示
●「NPO法人福籠の家」活動展示
10日土
●ブラックライトシアター上演「百合姫伝説」 10:00～10:30
●シジミ釣り 10:00～15:00
●おもしろ科学あそび 11:00～15:00
●ザリガニその他生物とのふれあい体験

NPO法人福籠の家

10日土
●曽谷第六子供会秋祭り （神輿・山車巡回ルート
／山王公園～国分高校～曽谷小学校～山王公
園※雨天巡回中止）
●輪投げゲーム

山王公園

史
跡
曽
谷
貝
塚

現
得
山
蓮
正
寺

長
谷
山
安
国
寺

1
階
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

弓
道
場

２
階

１
階

３
階 春

日
神
社

　

元
禄
時
代
の
検
地
帳
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
古
社
、曽
谷

の
鎮
守
様
で
す
。朝
市
が
開
か

れ
る
な
ど
、地
域
の
拠
り
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

春
日
神
社

10日土 ●落語（三遊亭楽麻呂） 11：00～12:00
11日日 
●陶芸体験 10:00～12:00と13:00～14:00
参加者募集 （要事前申込） ●模型カブト虫を作ろう
木材・竹等を使って模型カブト虫を作ります。作品は持ち帰ることができます。
①10:00～11:00、②11:00～12:00、③13:00～14:00
小学生※１年生～３年生は保護者同伴。抽選で各回８人
はがきに「模型カブト虫を作ろう参加希望」と、住所・氏名・電話番

号・学年、①～③の希望時間を書き、10月６日（火）必着で、市役所文
化振興担当（〒272-８５０１八幡１-１-１）へ※当選者には封書で通知

史跡曽谷貝塚

弁天池公園

岡本明久「雲南遙か」

※
ツ
ア
ー
内
で

　

の
み
見
学
可

※
ツ
ア
ー
内
で

　

の
み
見
学
可


